
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】平面のときと同様に位置ベクトルによって，空間図形の性質を調べることができる。

□一直線上の点（共線条件）

　空間においても，平面の場合と同様に，次のことが成り立つ。

  

    

一般に次元空間においても

平面の場合と同じ記述

平面上や空間のいくつかの点が一直線上にあるとき、

これらの点は「共線である」という

　となる

実数があることを示す。

応用例題２），，をつの辺とする平行六面体

　　　において， の重心をとするとき，

　　　点，，は一直線上にあることを証明せよ。
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
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図形問題のポイント【超重要】

１．始点をそろえる

２．基準となるベクトルに統一する

１．この問題なら始点は

２．に統一する

平面で考える

　　　

　点，，は一直線上にあることを証明するには

　となる実数があることを示せばよい。

　，，

　　　とすると

　　　　　

　　　　　　

　　　また，は の重心であるから

　　　　　　   



　　　よって　　　　　　　

　　　したがって，点，，は一直線上にある。　　　　　

　※ 

より　::なので　点は対角線を:に内分する点である。
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後で出てくる

点が

同一平面上にあるための

条件を用いると

　　　とおくと

　　　　　  

　　　　　　

　　　　点は平面上にあるから

　　　　　　　　すなわち　　 


　　　　よって　　　　　　　 



　　　　したがって，点，，は一直線上にある。　　　　　 　
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










　点が平面上にある

　　　　　 となる実数，がある

□同じ平面上にある点（共面条件）

　一直線上にない点，，の定める平面がある。

このとき，右の図からわかるように，次のことが成り立つ。

　

成分が与えられているときは

成分を用いて計算する

例題３）点    ，    ，    の定める平面上に

　　　　　　点    があるとき，の値を求めよ。

　　　    ，    ，  

図形問題のポイント【超重要】

１．始点をそろえる

２．基準となるベクトルに統一する

１．この問題なら始点は

２．に統一する

　　　（平面なので本でよい）

　　　に対して，となる実数，があるから

　　　　　　　　　          

　　　すなわち　　       

　　　よって　　　
   

  

   

　　　①，②より　　　∴　 

，

　　　ゆえに，③より　　

問６）点    ，    ，    の定める平面上に点   

　　　　があるとき，の値を求めよ。















　    ，   ，   に対して，

　　　　となる実数，があるから

　　　　　         

すなわち　       

よって　　，，

　　 


　より　

ゆえに　　 


，




，





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□同じ平面上にある点

応用例題３）

　　平行六面体において，辺のを越える延⾧上にとなるように

　　点をとり，直線と平面の交点をとする。，，とすると

　　き，を，，を用いて表せ。
























平行条件（共線条件）により

　　　

　　　　　　　

　　　　　　　

　　　は直線上にあるから

　　　　　　

図形問題のポイント【超重要】

１．始点をそろえる

２．基準となるベクトルに統一する

１．この問題なら始点は

２．に統一する同一平面上に

あることにより

　　　となる実数がある。

　　　よって

　　　　　　  　……①

　　　また，は平面上にあるから，

　　　となる実数，がある。

より

    

と処理してもよい

　　　ゆえに

　　　　　　

　　　　　　　　   

　　　　　　　  　　　　……②

　　　①，②から　　  

係数比較ができる根拠

をで表す方法は通りである

　　　点，，，は同じ平面上にないから

　　　　　　　　，　，　

　　　よって　　　　　ゆえに　　 


　　　したがって　　　 











問７）　応用例題において，を求めよ。

　　　　　　より　　 



　　　　　　　　よって　
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  















　一直線上にない点   ，   ，   の定める平面上に

点   があるとする。このとき，

　　　　　　……①

となる実数，がある。

よって　　        

すなわち　        

ゆえに，    とおくと，は次のように表される。

　　　　　    　　ただし　    

　逆に，がこの形に表されると，上の計算を逆にたどって，①が成り立ち，   は平面上

にある。

　よって，一直線上にない点   ，   ，   と点   に対して，次のことが成り立つ。

係数は足して１になる。平面のときの拡張。

　　一直線上にない点   ，   ，   と点   について点が平面上にある

　　（点   が点   ，   ，   の定める平面上にある）

　　 ，となる実数，，がある

　このことを用いて，応用例題を解いてみよう。

























係数は足して１になる

　

　は直線上にあるから，

　となる実数がある。

　よって

　　　  

　また，は平面上にあるから

　　　    　　ゆえに　 




　したがって　　 










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